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抄録：本稿は北九州市立大学にて 2016年に開館した図書館新館にて、これからの教育・研究の更

なる可能性を検証するために実施した助成事業（2019年度―2020年度）の活動報告を行う。本事

業は 2年間に渡る事業であったが、2020年初頭からの国内での新型コロナウイルスの感染拡大に

より、学生の大学構内への入校制限など大学施設の利用が著しい制限を受けた。授業のオンライン

化が宣言されたことで、図書館を利用した学生や教職員との共同プロジェクトを中心としていた当

初の研究計画は大幅な見直しを迫られた。一方、図書館ではこうした状況下での学修支援に向けて

新たな取り組みが導入された。そうした動きにあわせ段階的に整えられていった新しい施設運用や

各種サービスに寄与しうるべく、2020年度の本研究事業が改めて計画・実施されることとなった。

本稿は 2020年度の活動記録および、次年度の達成目標の設定やそのための課題の策定の一助とし

て刊行されるものである。

キーワード：大学図書館、新型コロナウイルス（COVID-19）、感染症対策、オンライン化

1．はじめに

1.1.   新型コロナウイルスの感染拡大と大学図書館

　2020年 1月に国内初の感染事例が確認された新型コロナウイルス（COVID-19）は、その後国内
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での感染者の著しい拡大と重症化リスクによって、1 私たちの日常レベルでの交流や行動を著しく

制限した。同年 4月 16日には政府による緊急事態宣言が発令され、感染者数の如何を問わず全国

全ての地域で新たな行動指針に沿った生活を余儀なくされた。このことは、当然ながら大学におけ

る教育活動にも大きな影響を及ぼしたが、とりわけ顕著であったのは学生の大学構内への入校制限

や施設利用の制限とオンライン授業の急進的な導入であった。例えば文部科学省によって 2020年

5月 27日付けで発行された大学における授業実施状況によれば、同年 5月 20日の時点では国立・

公立・私立大学のおよそ 9割がオンライン授業のみを実施していると回答しており、対面式での授

業と併用している大学はごくわずかであった。2 その結果、それまで国内の一部の大学で先駆的に

実施されていたオンライン授業や、キャンパスに足を運ぶことなく遠隔地から教育や研究指導を受

けることができる体制は、いずれの大学においても急務となった。3 そのことは本学においても例

外ではなく、2020年の春先になってこれまで学内では正式な授業形態として認められていなかっ

た遠隔授業の導入が進められた。

　また、全国の大学図書館でも同様の教育環境の急激な変化への対応を迫られることとなった。近

年、大学における教育環境は社会的情勢や ICT の発展を背景に大きな変化を遂げている。教育にお

いても研究においても、大学図書館の支援的役割や司書の専門性がますます高くなっている。4 そ

の上で、新型コロナウイルスの感染拡大は、大学教育における有効な教育支援とその高度化につい

て、大学図書館の新たな課題となると同時に、教育機関としての機能を長期間停止させられないと

いう差し迫った要請にも緊急で応じなければならない状況に直面した。

1.2．本稿の目的

　本稿は北九州市立大学における学内研究助成である「2019年度学長選考型研究費 A 採択事業」

にて採択された研究課題「大学図書館における『ダイバーシティ』教育の環境開発に関する実践的

研究」（研究代表者：濱野健、実施期間は 2019-20年）に基づき実施した 2020年度の活動を振り返る。

本事業は、開館四年を迎えた本学の図書館新館の将来のあり方について指針を定めるべく企画され

た、教員と施設管理及び運営従事者である図書館職員（司書）との連携した共同研究として位置づ

けられる。研究に参加する教職員が、学生や教職員を対象に図書館での様々な事業を企画し運営す

る研究手法を採っている。

　調査のために実施した各種研究事業については、原則として研究申請書に基づく内容を実施する

ことを方針としていたが、新型コロナウイルス感染拡大のため大学図書館でも施設の利用方針や、

従来の教育および学修支援のあり方に著しい見直しを迫られた。そこでこれまでにない新しい取り

組みに合致する事業を新たに検討し、試験的に実施した。そのため、前年度に告知していた当初の

研究事業の大半について、中止または見直しの対象とせざるを得なかった。しかしながら、それと
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並行して図書館で導入されたコロナ禍での新たな学習支援の取り組みとあわせて、こうした研究事

業について報告することは、社会の急激な変化であっても大学図書館にどのような学修支援が可能

かを検証する上で充分な意義があるだろう。5

　本稿の構成は以下の通りである。次の第 2節では、2020年度のコロナ禍での本学図書館にて実

施された様々なサービスへの取り組み状況を概説する。感染拡大防止のための施設利用制限と、遠

隔授業という新しい授業形式に則った学修支援に向けた試みを時系列に沿って紹介する。次いで第

3節では、教育（および研究）拠点としての図書館の役割の多様化という本研究事業をコロナ禍と

いう状況に即した上でどのように取り組んだのか報告する。利用者の様々な社会的・文化的ニーズ

を意識し、その上で現代の教育研究環境として本学図書館のあり方を実践的に模索するという本研

究課題が、当初の目的変更を余儀なくされながらもその方針はコロナ禍という新しい社会情勢にも

必ずしも不適合ではなかったことを改めて確認する。

2．コロナ禍での図書館の取り組み

　ここでは、2020年度からの施設利用方針や授業方式の急激かつ大幅な方針変更に対し、本学図

書館がどのような対応を実施したのかを概説する。2020年度の全国の大学の取り組みについては、

既に多くの報告が刊行されているが、本学での取り組みもこうした内容に即した対策やサービスの

実施に努めた。6

　本学図書館の取り組みについては、以下の点で他大学と共通する取り組みが見られる。まず初め

に、図書館が閉館した状況にありながら情報や資料提供サービスを実施するための取り組みとして、

これまで館内でのみ利用可能であったサービスを遠隔で利用できるように開放した点である。具体

的には、キャンパス内から又は館内でのみアクセス可能であった電子資料を大学から付与された学

生・教職員のアカウントを利用することによって在宅での利用を可能とした。次に、書籍の貸出に

ついても、遠隔地（県外）に在住する学生に直接来館して貸出手続きをおこなう代わりに郵送での

貸出サービスを期間限定で実施した点である。また、初年度の学生を中心に例年実施していた図書

館の施設利用案内や、各種サービスの利用方法についての講習会をオンデマンド動画を作成し、図

書館ホームページ等にて視聴できるようにした点も挙げられる。7 以下、そうした取り組みについ

て大学の動きとあわせて時系列で紹介する。
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2.1.   2020 年度の図書館の開館状況 8

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため図書館は 2020年 2月 29日～ 4月 1日まで休館し、そ

の後一時開館したが、4月 6日に政府から全国的な緊急事態宣言が発せられたために学内への入構

禁止措置が取られたことを理由として、4月 8日から 7月 14日まで再度休館することとなった。

緊急事態宣言期間中、職員は最少人数のみの出勤となり大半の職員が在宅勤務（自宅研修扱い）と

なったが、緊急事態宣言解除後は時差出勤等にて出勤可能となった。 

　例年であれば、4月から 5月の 1学期初頭は新入生向けに図書館ツアーを実施している時期であ

るが、春学期の授業が 5月 7日から遠隔にて開始されることが決定し、施設利用の制限や学生の

来校がほぼなくなったことで、職員のガイドによる対面での図書館ツアーは実施不可能となった。

しかし、図書館ツアーは当館における図書館利用教育の重要な取り組みであり、これまで学部を問

わず多くの教員からその必要性が訴えられ授業単位で実施されてきたことから、代替策として館内

案内と情報検索講習会のオンデマンド動画を作成し、図書館ホームページ等で提供した。オンデマ

ンド動画であれば遠隔授業等で活用可能である上、職員が在宅勤務中でも作業可能であったことか

ら、複数の職員で作成に取り組んだ。9 初めての動画作成で当初作業は難航したが、5 月末までに
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　　日付	 　　　大学の動き	 　　　　図書館の動き

　2020年 2月 29日		  臨時休館（4月 1日まで）

　2020年 4月 2日	 	 短縮にて開館（4月 2日〜 7日まで）

　2020年 4月 3日	 入学式中止
	 オリエンテーション一部中止
	 1学期の授業開始日を 5月 7日に変更	

　2020年 4月 8日	 緊急事態宣言を受けキャンパスへの入構、	 緊急事態宣言を受け臨時休館（7月14日まで） 	
	 課外活動の禁止（1学期終了まで）

　2020年 4月 13日	 最小シフトでの勤務体制へ変更	

表 1　2020 年度の大学および図書館の状況

5

　2020年 5月 11日		  入構許可者に対し遠隔授業のための Wi-Fi 環	
		  境及びノートパソコンの館内利用開始（1学
	 	 期終了まで）

　2020年 5月 22日	 最小シフトでの勤務体制終了	 事前予約制による図書の貸出サービス開始 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7月 14日まで）
		  遠隔地（県外）へ帰省している学生向けに郵	
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   送貸出サービスを開始（2020年度中継続）
		  ILL（文献複写）及び館内資料の複写の郵送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サービスを開始（2020年度中継続）

　2020年 7月 15日	 	 事前予約制での短時間利用（貸出・複写のみ）
	 	 開始（9月 27日まで）

　2020年 9月 28日	 2学期開始（一部対面授業開始）	 事前予約なしでの午前午後入替制による開館
	 	 開始（2021年 3月 31日まで）
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は計 6 本のオンデマンド動画を提供することができた。 

　また、館内資料を利用できない面をカバーするため、電子資料の学外アクセス環境整備について

模索した。すべての電子資料が対応可能となったわけではないが、結果的には数多くの会社のご厚

意により、学外から電子資料にアクセスできる環境を一定数整えることができた。10  整備したこれ

らの情報を学内ポータルにアップする他、無料で利用できるオープンアクセスのデータベースの情

報もホームページに掲載することで、来館せずとも資料の利用を常時可能とする取り組みを検討し

続けた。 同時に、図書館はキャンパス内でも安定した Wi-Fi 環境が整備されており、遠隔授業の

受講環境が整っていたため、遠隔等授業聴講の環境が整わない学生（大学から入構許可を得た学生）

に対し、Wi-Fi 環境やノートパソコンを提供し遠隔授業のサポートを行った。入構禁止措置が続く

中、5月 11日からは予約制による館外受渡での図書の貸出を開始した。また、遠隔地（県外）に

帰省していて来館できない学生に対して、図書の郵送貸出及び ILL（文献複写）や館内資料複写物

の郵送サービスを開始した。 7月 15日からは入館利用が可能となったが、事前予約制（利用人数

や来館時間を制限）を基本とし、閲覧席は提供しない短時間利用（貸出や複写のみ）での開館とな

った。

　2学期からも、依然として遠隔授業が中心であったが、一部で対面授業が段階的に開始されたこ

とを受け学期開始日の 9月 28日から事前申込なしでの館内利用を可能とした。感染症対策として

三密（密閉・密集・密接 ) の回避・検温・手指消毒等を行い、座席数を制限し、午前と午後での入

替制や開館時間の短縮等の対応を行った。当館は、本館一階の各エリアで様々なスタイルでのアク

ティブラーニングが可能な環境を整えていたが、全館サイレントエリアとしたため会話しながら学

習することはできなくなった。上記の開館対応は 2021年 3月 31日まで継続した。その後は学生

および教職員に限り利用制限を解除していった。本学図書館は学外者も利用可能であるため、従来

は一定数の学外利用者があったが、現時点では学内者を優先してサービスを提供しているため学外

者へのサービス提供には到っていない。

　2学期からは図書館施設の利用範囲が広がったことから、春から図書館を利用する機会のなかっ

た 1年生やまだ利用したことのない 2年生を対象に図書館利用について広く周知する必要に迫ら

れた。そこで、9月 30日に図書館利用に関するオンラインイベントを実施した。10月になると感

染状況も落ち着きを見せたため、10月 21日、22日、28日、29日の四日間で入替時間を利用した

少人数・短時間での小規模な図書館ツアーを実施した。どちらも図書館に関心を寄せていた 1年生

および 2年生が参加し、小規模ではあったがようやくこの段階で直接的な図書館利用教育を実施す

ることができた。
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図 1 検温モニター（左）とブ ッククリーン（右）

図 2 館内の三密対策

2.2.   図書館での感染症対策

　このようなコロナ禍での学修支援に対する新しい取り組みとともに、図書館施設を安全に利用す

るための取り組みとして以下のような設備を整えた。最も基本的な対策として、利用者数を制限す

ることで十分な空間を確保した。それに加え、図書館の入り口ゲート付近に検温モニターを設置し、

体調不良の学生に声かけができるようにした（図 1左参照）。入館に際しては利用者には手指消毒

及び、検温モニターにて検温を実施するよう徹底した。消毒用のアルコール等は入口以外にも図書

館各所に設置し、利用者が定期的に手指消毒を行うことや施設利用に際し消毒を実施することなど

を奨励した。このような利用者自身による施設や備品の消毒の他に、新たにブッククリーン（書籍

消毒機）を設置し資料の除菌を行った（図 1右参照）。図書館の資料は不特定多数の人が利用する

が、アルコールなどの液体で消毒することはできない。そこでブッククリーンを導入し、書籍に対

する感染症対策を徹底した。また、館内で閲覧されブックトラックに戻された図書は、図書館職員

が回収しブッククリーンで除菌してから配架をおこなっている。他にも、三密対策としての空間の

確保については以下のような取り組みを行っている。従来、一階のラーニングコモンズエリアはア

クティブラーニングを実施する空間として位置づけられていたため、テーブルや座席数の組み合わ
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せに柔軟性を持たせ、グループ学習やミーティング等を主体とした能動的な学修がしやすいよう整

えられていた。しかし、感染症対策の観点からテーブルや座席を個人利用専用とし、数を制限し再

配置した。2階・3階の閲覧席については座席数を制限し、一定の距離を保つように配置変更した。

テーブルや座席は、定期的な消毒を行ない感染症対策に努めている。また、カウンター前には並ぶ

位置に目印をつけ、利用者同士の間に十分な距離が取れるよう配慮している（図 2参照）。

2.3.   図書館ホームページの活用

　コロナ禍に見舞われる以前の図書館は、来館すれば利用者が常時サービスや情報を得られる環境

にあった。しかし、図書館の休館や入校制限等により来館しての利用が困難となり、常時アクセス

可能であったサービスや情報が容易には得がたいものとなった。従来の利用法に代わり、こうした

環境でも有効なサービスや情報が提供できる方法について職員の中で度重なる検討が行なわれた。

そうした検討の成果の一つが、ホームページを中心としたサービスや情報提供の促進である。ホー

ムページについては、2020年 4月のリニューアルによってよりわかりやすく情報提供できるよう

になっていたため、早急に新設ページの作成に着手した。新しく「新型コロナウイルス感染症対応

特設ページ 」11 と「資料の探し方」12  のページを作成し、図書館利用についての案内や自宅から

でも資料検索の方法が学べるよう工夫し、学生が必要とする情報やリソースに適切にアクセスでき

る環境整備を行った。

　次いで、学生それぞれに「MyLibrary」（図書館 Web サービス）の利用を推奨することを目標と

した。これまで予約や貸出延長手続きなどで利用していた「MyLibrary」に学外からもアクセス可

能な電子資料に関する情報を掲載することで、学生や教員が在宅の状態でも必要な情報やリソース

を適切に利用できる環境整備を整えていった。

3．2020 年度の研究活動実施報告

　ここからは、学内での助成事業（2019年度―2020年度）の活動報告を行う。本研究活動では、「教

育・研究支援におけるデジタルツールの活用」「多様な利用者を包摂する環境整備」「地域に開かれ

た公共性」の三点を課題とした活動を実施した。13  
2020年度の研究事業については、社会情勢の

急激な変化によってその大幅な見直しを余儀なくされたが、以下の研究事業の詳細に明らかによう

に、原則的には当初の研究活動で掲げた上記の三点に沿った実施内容となっている。2020年度の

ような不測の事態においても、本研究事業が目指す教育・研究拠点としての大学図書館のあり方に

ついての基本的な方向性が大きく変わるところがなく、むしろ先に掲げた三つの骨子を改めて参照

した上で再度研究計画を定めることができた点で、当初の目標設定の意義が改めて重要であること
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が確認された。

3.1.    図書館施設案内動画の作成と配信のための研修会（項目Ⅰ）

　本事業は「教育・研究支援におけるデジタルツールの活用」「多様な利用者を包摂する環境整備」

の二つの課題に該当する。本学では 2020年 4月 6日に実施された第 6回緊急対策本部会議の結果、

2020年度 1学期の開講が 5月 7日と定められた。それに先駆け 3月 17日に実施された第 4 回の

会議で決定されていた二週間遅れの講義開始は、最終的には約一ヶ月遅れでの講義開始となった。

また、学期中は原則的にオンラインで授業を実施することが方針として取り決められた。それに伴

い、既に導入が進められていたが積極的に利用されることがなかった LMS（本学では Moodle を

利用）を基点としたオンライン授業を実施する具体的な方法について、大学の担当部局主催の研修

や情報提供が実施された。14  しかしながら、本研究事業が目指すように、大学における教育の向上

を目指す上で図書館による学修支援が重要であるとする認識がありながらも、こうした不測の事態

に対し各教員と図書館がどのように連携し、学生への支援を実施することができるかという点につ

いてはまったく手探りの状態であった。多くの報告が示すように、こうした状況下で図書館などの

学内施設の利用制限が実施されている状況では、学生が来館し図書館に所蔵されている資料やデー

タベースを利用することができない。またそれ以前の問題として、特に新入生に対して、学生がキ

ャンパスに来校することができないという状況下で、そもそもどのようにして施設利用について周

知するのかという点が未解決のままであった。

　そこで他大学でも積極的に推進されたように、本学でも学生向けの施設利用の案内やデータベー

スの利用方法などについての講習動画を作成し YouTube 上で限定公開した後、図書館ホームペー

ジにて視聴できるようにするという方法が採られた。教員へは大学担当部局からオンライン授業や

授業動画のオンデマンド配信に必要な手順についての基本的な研修が実施された一方、図書館職員

に対してこうしたコンテンツ整備に対する支援は不在であった。そのため、本研究事業の一環とし

て、動画作成の方法などについて事業に参加している教職員による研修会を実施した。この研修で

は、教員がオンライン授業の運営や、講義動画のオンデマンド配信のために習得したスキルを職員

に公開する方法を採った。研修を経て、図書館 HP 上に掲載する館内施設の利用案内および情報検

索の方法などについて取り上げた動画作成が開始された。その後、2020年 5月 16日に YouTube

の図書館公式アカウントが作成され、5月 20日には館内ツアーと情報検索講座の動画投稿が完了

した。また 10月 8日に 2学期からの図書館利用案内動画を、11月 12日に上級生向け情報検索講

座の動画を公開した。

　この研修の成果は以下の二点に挙げられる。一点目は、必要とされながらもそうした技術の習得

に対して包括的な支援を受けることができなかった図書館職員に対する動画作成や公開についての
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表 2　2020 年度の実施状況

技術を習得してもらうことができた点。二点目は、既に研修を受けてオンライン授業の準備を進め

ている教員から職員に対し、全学的な授業実施方針や、個別のオンライン授業の実施方法、あるい

はそれぞれの講義や教員で異なるオンライン授業のあり方などについて共有することができた点で

ある。15 例えば新たなオンライン授業において教員と学生との橋渡しをする上でより重要な役割を

担うこととなった LMS の基本的な仕組みについて、そして授業の中で LMS が実際にどのように用

いられるかを職員に理解してもらうことで、本学独自のオンライン授業の環境を一定程度理解した

上で、どのようにして図書館がより効果的な学修支援を実施できるかを検討する機会にもなった。

そうしたやりとりの中で明らかになったのが、図書館が新しい講義形式や教育方法に対して適切な

学修支援を実施する上で、講義に導入されている様々なプラットフォームがどのように組み合わさ

れているのかを周知する必要があるということだった。 以前にも大学教育におけるアクティブ・ラ

ーニングの推奨に伴って類似した問題が既に生じていたが、大学の教育現場において日進月歩する

これまでに見られなかった教育環境について、その支援を担当する部局や施設及び担当職員とそう

した情報を共有することの必要性が改めて浮き彫りとなった。

3.2.    学生向けデジタルツール Miro のワークショップ（項目Ⅱ）

　本事業は「教育・研究支援におけるデジタルツールの活用」「多様な利用者を包摂する環境整

備」の二つの課題に該当する。2020年 7月 10日と 11月 27日の 2回に渡り、図書館で活動し

ている学生団体である図書館サポーターを対象に、デジタルツール Miro を利用したオンライン

ワークショップを開催した。Miro とは主としてデジタルな教育環境での利用を目的として開発

された、シンプルかつスピーディーな共同作業ができる web ホワイトボードアプリである。16

対面でのサポーター活動ができないことを受け、新たな活動ツールであるオンラインを活用したワ

ークショップ方法を学ぶことを目的とした企画として構想し、新しいツールに触れることで将来の
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番  

号
実施日時　　　　企画名称　　　　　　　　  概要

該当する課題

地域資料（史料）
を通じた地域に
根ざす教育活動

利用者の多様性
に即した環境整
備

デジタル技術に
よる教育・研究
支援

Ⅰ   2020 年 4 月 5 日　　 動画作成研修　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ○　　　　　　　○　　　　　　　 

Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ○　　　　　　　○　　　

Ⅲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

Ⅳ   2021 年 1 月28日　地域文化施設との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ○

Ⅴ   2021 年 2 月　　  施設内多言語環境の整備 図書館施設案内外国語版の作成　　　　　　　　　　　　　　　○

2020 年 7 月10日
2020 年11月27日

2020 年 12 月
　　16 日・17 日

所蔵資料調査及び
書誌学講座

Miro・ワークショッ
プ

学生向けデジタルツール「Miro」のワー
クショップ

貴重図書室所蔵資料調査及び学生向け書
誌学講座実施

北九州市漫画ミュージアムとのオンライ
ン意見交換会

図書館 HP に掲載するオンデマンド動画
の作成方法や YouTube 上への公開方法に
ついての研修。
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活動の方法について能動的にそして創造的な工夫を促すことを目標とした。また、急激なオンライ

ン対応への変化に戸惑いを持つ学生も少なからずいたため、様々なツールに触れることでオンライ

ン利用への抵抗感を軽減することも目的とした。

　運営については第一回、第二回いずれも研究代表者の濱野がオーガナイザーを担当し、司書の石

原がサポートを担当し、Zoom と Miro を併用しながらワークショップを実施した。ワークショッ

プにはのべ 8名のサポーターが参加し、Miro の使用方法を中心にそれぞれおよそ 1時間半のワー

クショップを実施した。参加したサポーターはいずれも Miro を利用するのは初めてであったが、

ワークショップ後半には様々な機能に慣れてきた様子であった。ワークショップ終了後、参加者に

感想を求めたところ、「今後のサポーター活動の話合いに使えそう」「実習やサークル活動でも使っ

てみたい」と好感触であった。また、初めての使用に不安を感じていたサポーターからも「実際に

使ってみたらそこまで難しくなかったので、個人でも使ってみたい」との肯定的な評価を得ること

ができた。今後のサポーター活動は今までのように対面だけでは完結できなくなると感じていたた

め、対面・オンラインの両方を活用しながらの活動を検討するための良い契機となった。また、将

来的に大学教育においてこうしたデジタルな環境でのアクティブ・ラーニングの機会が増加してい

くことが予想されるため、そうした事態をあらかじめ予測した上で、司書がこうしたツールについ

て実際に運用する、あるいは情報を把握しておくだけでも、大学図書館としての学修支援の機能を

より向上させることにつながることは間違いないだろう。

3.3.    貴重図書室所蔵資料調査及び学生向け書誌学講座実施（項目Ⅲ）

　本事業は「地域に開かれた公共性」の課題に該当する。2020年 12月 16日と 17日の両日で本

学図書館にある貴重図書室所蔵資料の調査及び学生向け書誌学講座を実施した。 本事業は、共同

研究を務める文学部比較文化学科渡瀬淳子が企画し、当日は講師として大谷大氏（有限会社おおた
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に代表）を招聘した。本学図書館の貴重図書室は、その資料的価値等が不明確なものも所蔵されて

おり、司書にも収蔵する古典籍の価値や重要性を推し量ることが困難であった。そのため本学にお

ける研究及び教育活動にこれらの史料をどのように活用することができるのかが長く課題となって

いた。そこで本研究における課題に位置づけ、こうした収蔵史料を地域文化財に連なる史料として

位置づけた上で、その活用を通して学内のみならず地域の文化資源の開発にもつなげることを企図

した。また、貴重図書室所蔵資料の資料価値について調査し、今後の資料活用（デジタル化による

公開など）について検討することも目的とした。

　初日の資料調査は司書立会いの下、渡瀬准教授（文学部比較文化学科）と大谷氏による現物史料

の確認にて実施した。調査したところ、貴重な資料も複数所蔵されているため、目録を公開するな

ど資料を活用できる環境整備が推奨された。17  中には今後さらに確認調査が必要なものもあり、そ

うした資料に関しては調査完了の時点で利活用について検討するとよいとのことであった。その他、

虫損状態の資料に関しては活用方法の検討及び保存方法の助言がおこなわれ、貴重図書室における

収蔵物の適切な管理や防虫対策全般についても専門的な指導を受けることができた。

　また、貴重図書室資料以外でも地域の文化活動で刊行されたと思われる同人誌など、当館所蔵の

資料を調査していただいたところ、北九州に関連する地域資料についてはデジタル化する意義のあ

る資料であるため、今後デジタル化等利活用について検討していくとよいとのことであった。今回

の調査で本学所蔵の貴重資料の今後の活用方法について検討することができた。他館でデジタル化

していない貴重資料に関しては、当館でのデジタル化を検討していく必要が改めて確認された。デ

ジタル化しない資料に関しても、ホームページ上での目録を公開するなど、史料についての基本的

な情報にアクセスできる利用環境の整備の重要性も確認できた。 またこの日は、大谷氏を講師とし、

司書へ向けた古典籍や貴重資料の取り扱いについての基礎的な研修も実施した。こうした機会を定

期的に実施することで、史料的価値のある貴重な文物に直接触れることを前提とした研究や教育に

必要な多彩なリソースを、本学図書館がさらに適切に収蔵し管理していくことにつながるものと思

われる。

　翌日開催した学生向け書誌学講座には、渡瀬ゼミの学生及び博物館実習を履修している学生 8

名が参加した。本講座は古典籍や古い資料に実際に触れてみることでその取り扱いについて実践的

に学ぶと共に、古典籍に関する基礎的な検索方法を学ぶことで、参加した学生の学習理解を深める

ことを目的とし開催した。また、昨日調査した貴重図書室の資料も教材として利用することで、本

学所蔵の貴重図書に触れることや、そうした史料が自分の所属する大学に収蔵されていることを知

る貴重な機会にもなった。 コロナ禍により文物に直接触れての実習形式の授業機会が著しく制限

されていたため、このように史料に直接触れながら学ぶことのできる機会は大変貴重であった。そ

して何より、充分な感染対策がおこなわれている図書館の施設環境によって、コロナ禍でもこのよ
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図 4  講座実施状況（学生への書誌学講座）　　　　　　図 5  講座実施状況（学生への書誌学講座）

うな機会を実現させることがこれからの学修支援を模索していく上でも非常に重要な機会となっ

た。

3.4.   地域文化施設との連携（項目Ⅳ）

　本事業は「地域に開かれた公共性」の課題に該当する。2021年 1月 28日に、本研究代表の濱野

と北九州市漫画ミュージアムの職員 3名、本研究に携わる図書館司書 3名（石原・伊崎・中村）にて、

コロナ禍での双方の対応および施設運営状況について、情報共有と意見交換会を実施した。いずれ

も北九州市に属する公立機関として、北九州市漫画ミュージアムとは本研究を通じて昨年より交流

を深めており、両館の形態は異なるものの互いに参考にできることがあるのではないかという意図

と、こうした時期であっても交流を継続することの重要性から本企画が実施された。

　休館中の対応など異なる点はもちろんあったが、共通する点もみられ施設運営のあり方を計る上

で参考になる点が多く見られた。とりわけ両者で共有された課題として、休館中は利用者サービス

を担当する職員は利用者の来館がないため通常業務に従事できない一方、来館できない利用者に向

けたサービスの提供方法を検討することや、時間的な制約によって普段実施できない業務に取組ん

だ点があげられた。両館のいずれもオンラインの活用は重大な課題として位置づけており、対面・

オンライン両方での利用者サービス向上の意識が伺えた。

3.5.   施設内多言語環境の整備（項目Ⅴ）

　本研究にて掲げた三つ骨子のうち「多様な利用者を包摂する環境整備」は、施設利用者の文化的、

社会的背景の多様性に即した取り組みの活性化を目指している。今日の図書館は、利用者の社会的

文化的または心身の様々な状況に対応した上で、多様な利用者を排除することのない施設整備やサ

ービスの提供が進められている。18  しかしながら、2020 年度はコロナ禍により日本を含むほとん
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図 6  図書館施設利用案内外国語（中文）版

どの国で出入国がほぼ全面的に禁止されたため、本学に留学を予定していた学生が入国できないと

いう事態に見舞われた。19  そのため、この課題について協力を要請する予定であった留学生の図書

館などの施設利用に対する状況について精査することは不可能となった。

　それに代わって、本年度は従来本学図書館でもそのニーズに応じるべく段階的に実施されていた

外国語版利用案内の作成を試験的に実施した。2020年の段階では館内の施設案内の一部が日本語

と英語で表記されていたが、本学の留学生の文化的背景を検討した上で、留学生の施設利用を推進

する上での優先順位度の高い中文版（簡体字）のパンフレットを作成した。作成した中文版のパン

フレットは本学で留学生の教育および生活支援等を担当している部局へも配置をしてもらい、現在

既に本学に在籍している留学生や、将来の留学生に向けて図書館の施設紹介や利用可能なサービス

内容を事前に周知することを試みた（図 6参照）。

4． おわりに

　本年度の取り組みは、新型コロナウイルスの感染拡大によって社会のあり方が大きく変化し大学

における教育研究活動のあり方が根底から問われる中で、新しい社会情勢を踏まえた大学図書館の

役割を改めて問い直す契機でもあった。その結果、当初予定していた事業のほとんどを変更または

修正せざるをえない事態が生じた。また新たな事業方針や限定された施設利用方針によって、閉館

が長く続いていながらも職員たちはそうした対応に忙殺されたことで、研究協力が最小限の負担と

なるような配慮も必要とされた。しかしながら本事業が開始された 2019年度以来、本事業の取り

組みを通じ、小規模ながらも教員と職員での連携体制を築いてきたことで双方がそれぞれの現場で

起きていることについて情報を提供し、互いが直面している問題を共有する体制が非公式であれ整

えられてきたことは、このような状況下でどのような教育活動を実施することが可能であり、そし
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てそこにどのような学修支援を期待できるのかを実際に見定めていく上で一定の貢献を果たしたと

言えよう。そして、予測不可能な事態によって大幅な計画の見直しを余儀なくされたとはいいなが

らも、図書館における役割の多様化、いわば「ダイバーシティ」の推進という本事業の基本テーマ

は、事業に参加している教員や職員に様々な社会情勢にも柔軟に対応し、教育や研究を継続してい

くことに対する方向性を共有する上で一定の役割を果たしたのではないだろうか。2020年度から

の私たちを取り巻く社会的情勢が明らかにしたのは、今日の図書館をめぐる状況は、利用者の社会

的・文化的多様性に柔軟にそして現実的に向き合っていくことのみならず、社会の変化それ自体に

ついても、その中で教育や研究の拠点として施設運用やサービス提供のあり方を模索していくこと

の重要性だったのではないだろうか。その点において、様々な状況にできるかぎり包括的に対応で

きる図書館を目指す私たちの事業は、コロナ禍における本学図書館による学修支援体制や本学の教

育活動においてもその意義を持ったと言えよう。

　本研究事業は 2020年度をもって昨年からあわせて 2年間の研究実施期間を終えたが、こうした

2年間の研究事業の成果が認められ、2021年度には継続事業として新たに 2年間の研究助成が受

けられることとなった。年度当初からは国内でのワクチンの接種が本格的に始動し、各大学でも感

染症対策を講じた上での対面授業への切り替えなどが始まった。そうしたコロナ禍における新たな

教育・研究環境のもとに進められることとなった本事業については、また次年度にその実施報告を

おこなう予定である。
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